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10年で実施校268校、
約24,000人が受講

実体験を交えた
説得力のある講話

オリジナル
ウェブ教材

募集期間：2026年6⽉〜2027年1⽉
実施期間：2026年7⽉〜2027年2⽉
募集校数：30校（先着順）

令和8年度実施校募集

後援：宮城県／本事業は、環境省「地域における地球温暖化防止活動促進事業」の補助を受けて実施いたします。

公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）
（ストップ温暖化センターみやぎ）

〒981-0933  仙台市⻘葉区柏⽊1-2-45フォレスト仙台5F
(公財)みやぎ・環境とくらし・ネットワーク(MELON)

TEL：022-276-5118 FAX：022-219-5713
E-mail：melon@miyagi.jpn.org

学習指導要領に示された「持続可能な社会の創り手」
を育てるためのSDGs環境学習に適した講話。

「キリバス編」「南極編」「環境・防災編」の3テーマ。
さらに、「環境・防災編」は8種類。 >>>詳細は裏面

講話後は、「わたしたちの脱炭素ライフスタイル〜家庭
でできる54個の⾏動〜」を使っていただき、気候変動の
原因であるCO2削減のための具体的な行動を促します。

▲申込みフォーム

＊対象：⼩学校４〜６年⽣、中学校、⾼校等
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ＳＤＧｓ環境出前講話メニュー

• 後日、学校において、児童・⽣徒の皆様にウェブ教材をタブレット端末等で使用願います。（必須）
• メモ用紙等は、学校で準備願います。⑤災害食と⑦環境・運輸はワークシートを用意します。
• 会場設営、準備をお願いします。画面がはっきり見えるように、暗幕等の準備をお願いします。
• 実施後の感想用紙への記入と送付をお願いします。
• 申込み受付後、事務局から担当者様にご連絡いたします。

本事業の活動報告をご覧いただけます。

実 施 条 件 等

※推進員：宮城県地球温暖化防止活動推進員（宮城県知事からの委嘱により活動）

https://www.melon.or.jp/study/

＼公式サイト／

新
メニュー！

形式人数対象分講師主な内容講話

講話多人数
対応可⼩学４年〜90ケンタロ・オノ氏/(一

社)日本キリバス協会
赤道直下の国キリバスの生活や文化、
直面している環境問題を実体験をも
とに伝える、夢と希望の講話です。

キリバス編1

講話多人数
対応可⼩学４年〜90

or60
石井洋子氏/第49次
日本南極地域観測隊員

南極の自然や動物、観測隊の生活、
調査活動などを写真や資料とともに
紹介する、とても貴重な講話です。

南極編2

環境・防災編

3

講話多人数
対応可⼩学４年〜45推進員※

MELON職員
宮城でも起こっている気候変動につ
いて、原因や影響、将来予測、対策
などを詳しく解説します。

①気候変動

講話多人数
対応可⼩学４年〜45推進員※

日本の食品ロスの現状と世界の飢餓
問題を比べながら、解決のためにで
きることを考える講話です。

②食品ロス

講話
ワーク

クラス
単位⼩学４年〜45

早川昌子氏/東北大学マ
イクロシステム融合研究
開発センター助手

電気の仕組みや自然エネルギーなどを分か
りやすく解説します。タブレットでウェブ
教材を使用してCO2削減効果を確かめます。

③エネルギー

講話クラス
単位

⼩学
４〜6年45MELON職員

海洋ごみやマイクロプラスチック問
題を具体的に解説します。実際の海
洋ごみを手に取って観察します。

④海洋ごみ

講話
ワーク

クラス
単位⼩学４年〜45佐藤美嶺氏/防災士・

MELON理事
震災の教訓をもとに、家族に必要な
食の備えを学ぶ講話です。ワークで
は自分の家での災害食を考えます。

⑤防災・
災害食

講話クラス
単位

⼩学４年〜
※仙台市内限
定

45株式会社ピリカ
身近なごみ問題をこどもたちの声を聞きな
がら⾏う講話です。学校の近くで落ちてい
たごみの分布や写真を見ることができます。

⑥ごみ問題

講話
ワーク

クラス
単位

⼩学
４〜6年45ヤマト運輸株式会社

クロネコヤマトの宅急便にはどんな秘密が
あるのでしょうか。ワークでは、自分たち
でできる環境への取り組みを考えます。

⑦環境・運輸

講話多人数
対応可

⼩学
４〜6年45庄子さくら氏/宮城教育

大学・大学院生
震災時、仙台市立荒浜⼩学校１年生だった
子が大人となり、語り部活動を始めました。
荒浜と震災の教訓を伝えます。

⑧防災・荒浜
語り部活動


